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Research Abstract

Frozen allograft後の靭帯付着部(enthesis)の再⽣、修復過程は、北岡が家兎を⽤いた実験で初めて明らかにしたが、その微細構造に関しては不明である。微細構
造に着⽬して形態学的にどのレベルまで再⽣されるのかを明らかにすることが、今後のfrozen allograftの研究および臨床応⽤にあたって必要と考える。(⽅法)体重
3Kg⽇本⽩⾊家兎を⽤い、ケタラール(40mg/kg)の筋⾁内投与後、⽿介静脈よりネンブタール持続投与により⿇酔を⾏った。家兎15匹に対し、あらかじめ-80度に
て2週間保存した膝蓋靭帯付着部を移植した。これらを2週、4週、6週、8週の時点で透過電顕にて観察した。またコントロールとして正常家兎5匹、凍結保存付着
部5肢を透過電顕にて観察した。また正常家兎5匹を⽤い、⾛査電顕にて付着部⽑細⾎管レベルの⼩孔を観察した。(結果)正常付着部電顕像では靭帯から⾻にかけて
膠原線維に沿って軟⾻細胞が出現し徐々に周囲の⽯灰化が進⾏する像が認められた。これに対し凍結保存群では靭帯膠原線維の構造、配列に変化はみられないもの
の軟⾻細胞は細胞膜の破壊、細胞内⼩器官の形成不良、核の濃染、破壊等細胞の壊死像と考えられる像がみられた。移植群では2週、4週では凍結群と⽐べほぼ変化
はみられなかったが6〜8週では細胞内⼩器官の発達は乏しいもの形状的に軟⾻細胞に類似した細胞が出現していた。正常付着部⾛査電顕では⽯灰化軟⾻層および
tide markにかけて⽑細⾎管レベルの⼩孔が多数みられたが、⾮⽯灰化軟⾻層には明かなものはみられなかった。(考察)移植後、enthesisに未成熟な軟⾻細胞が6〜
8週で出現したがこれが今後成熟軟⾻細胞へと分化していくのか今後さらに経時的観察が必要と考える。またこれに並⾏してenthesisの⾎⾏⽀配に関してfrozen
allograftでの再⽣過程を明らかにする予定である。
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